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ゴーティエ論の «idée fixe» を通してみる
ボードレールの芸術観













作家論，十人の作家を取り上げた Réflexions sur quelques-uns de mes
contemporains（1869）（1），醜いものを対象としながら詩人の求める美へと引き
上げる意識を中心に展開する Les drames et les romans honnêtes（1851），更に






ではなく，ある一つの «une idée fixe» だと述べる。
ボードレールの評論は，単に作家を分析するだけにとどまらない。というよ
りも，分析，評論という作業を通して，自分の芸術論を展開していると思われ
る。ジョン E. ジャクソンも， «Réflexions sur quelques-uns de mes
contemporains», Madame Bovary，そしてゴーティエ論の三つのボードレールの
評論の意義について，«Si l’on ajoute que les pages sur Madame Bovary sont
d’octobre 1857 et celles sur Gautier de mars 1859, on se rendra compte que
l’essentiel de l’activité critique du poète coïncide avec les années qui voient ou qui
suivent la parution des Fleurs du Mal : le critique littéraire en Baudelaire est
indéniablement un témoin de sa maturité.（3）» と述べる。ボードレールの評論の中
でも，1857年の Madame Bovary と 1859年のゴーティエの評論は，作家や作
品についての評論という意味以上に，彼の詩人としての意識を述べている。





















ガー・アラン・ポーの Nouvelles Histoires extraordinaires（1857）の序文，«Notes
nouvelles sur Edgar Poe» の中でもこの言葉を使い，«les obsessions de la
mélancolie ou de l’idée fixe（4）» と述べる。ポーの表現の繰り返しにより生まれ
る美への執拗な固執は，ボードレール自身が美の必須条件とした «mélancolie»
や «l’idée fixe» という二つの要素を同時に意味する。ゴーティエを表そうとし
た 1859年の «l’idée fixe» では，美への執拗な固執以外にも重要な意識が含ま
れていると思われる。更に詳しく語られる «idée fixe» について見ていく事と
する。
1 なぜゴーティエか
まず，なぜゴーティエがボードレールの «idée fixe» を詳細に語る存在とし
て選ばれたかについて触れよう。絵画や彫刻で表現される色彩，光と陰をゴー
ティエは，詩，小説，バレエ，演劇と様々な芸術の様式で表現し，美の実践を
試みた。Mademoiselle de Maupin（1835）での美の宣言，«L’art pour l’art» は，
彼の美の実践を支える根幹となっている。他の何者の侵入をも認めない，純粋
な芸術を遂行するという確固とした意識がそこにある。«Rien de ce qui est beau
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ないだろうか。美を手に入れたいという願望以外には，なんの邪念も欲望もな




Comédie de la Mort（1838），Espagna（1845）の中に «la plus pure Beauté
française（7）» を見出した。そして «Le seul poëte auquel on pourrait, sans









レールの文筆活動の至る所に垣間見られる。ゴーティエの Emaux et Camées
（1852）での美へのこだわり，韻文の美しさは，ボードレールの «La Beauté»





ボードレールは Les Fleurs du Mal にゴーティエに捧げる献辞を付けたが，
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を «ces fleurs maladives» という新しい時代を飾る花を捧げるに相応しい対象と
する。
まずゴーティエ論の冒頭では，自分が単なる世間的な業績を扱う伝記を書く
のではないと前触れをする。そして三段落めの «Puisque je n’ai, en somme,
qu’à écrire l’histoire d’une idée fixe.（12）» の文章に次いでやっと名前を提示する。
更に次の段落で，«une idée fixe» を説明するにあたって感じる歓びを増やす理
由として，再び彼の名を伏せて，単に «un homme inconnu»（イタリックは，
原文のまま）について思うがままに語ることにあると述べる（13）。ここでは，
ゴーティエという固有名詞ではなく，あくまでも «inconnu» という資質を表す











2 «i’idée fixe» の言葉の価値
«idée fixe» を見るにあたって，ボードレールを表すのにこの言葉が大きな意
味を持つという事に少しここで触れておこう。アンドレ・ギュイヨーは，«La
fureur, l’exaspération, le paroxysme le tentaient, l’exception était son idée fixe, et il
lui fallait pour ainsi dire－l’aigu à l’état chronique.（16）» と述べる。熱狂，感情の
高まり，感情の激発等，代わり映えのしない日常を切り裂く高音域のような例
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外的な要素がボードレールの «idée fixe» であると定義する。手の届かない，
未知なる理想のみを焦点に据えたこの観念を，個々の自由な心情の表現である
ロマン主義から一歩先へ歩を進めた地点に置く。冷静な分析力で，ボードレー
ルは «idée fixe» を個人の心情とは異なる一種の思考へと昇華させる。
次にアントワーヌ・コンパニョンが，自分の著書 Baudelaire devant
l’innombrable で，彼自身の考察をこの言葉を使って展開しているのも大変興
味深い。この書の «L’éternel minisucule» の章では，«et chacun lit dans l’éternel








ると定義する。«son idée fixe» の一つは，まさにその第一の要素，«l’âme de
l’art» だとボードレールは語る。又，Les Fleurs du Mal と Le Spleen de Paris
の両者のどこまでも広がる無限性を述べる章，«Les deux infinis» では，«le
poème en prose est plus intellectuel, plus philosophique, plus «raisonneur» que le
poème en vers, substituant des idées aux images, et l’infini est incontestablement une






ゴーティエ論以外の場所でも «idée fixe» は使われている。ポーの評論での
箇所は，先にも触れた。意図した繰り返しによって，自分の観念を強調すると
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いうボードレールの手法は「はじめに」でも少し触れたが，Fusées でも
«Puissance de l’idée fixe（21）» という一文がある。この一文を含む 5行の塊は，
クロード・ピショワの注にあるようにエマソンの The Conduct of life（1860）
に想を得ている。しかし最後の 2行はエマソンから離れ，ボードレール自身の
ものと思われる。そのうちの一つ，«La franchise absolue, moyen d’originalité.»
からは，ボードレールが «Puissance de l’idée fixe» を誰にも支配されない絶対
的自由，それまでにはない独創的な手法という意味を与えている。既成とは異
なる事に価値を見出す彼の意識が見られる。この格言的体裁を装う単文の総体






る中での «idée fixe»，そして Fusées での «Puissance de l’idée fixe» の記述か
ら，今回注目する «idée fixe» は，単に固定観念という意味を越えてさらに広
い意味を持っていると思われる。では，ゴーティエに反映されたボードレール
の芸術への観念とはどのようなものだろうか。
3 «idée fixe» を通して語られること
最後に，ゴーティエ論（1859）の中で «idée fixe» という言葉はどのように
展開されているかを見ていこう。
前述の Mademoiselle de Maupin を語るに際し，«l’amour exclusif du Beau,
l’Idée fixe.（22）» と，«l’idée fixe»＝«l’amour exclusif du Beau» と定義する。
Mademoiselle de Maupin で描かれる美だけに向けられた愛，他の要素の混入を
一切拒絶した純粋な愛を «l’Idée fixe» の語で置き換える。Mademoiselle de
Maupin を画家に例えた上で，«l’Idée fixe» を生み出す大きな要因は，まさに固










































そして Salon de 1859 においても，«Parce que le Beau est toujours étonnant, il
serait absurde de supposer que ce qui est étonnant est toujours beau.（32）» と述べる。
美の本質に，驚きは欠かせない必須条件であるが，逆にそのような要素を持つ
事象が，全て美を内在するとは言えない。驚きを内在する美の観念，それが
«l’âme de l’art», «la manière de sentir（33）» であり，その総体である «l’idée fixe»
なのだ。








Le Spleen de Paris のアルセーヌ・ウセーへの献辞（35）では，序文草稿から一
歩進む。ここでは，リズムや脚韻が無くても音楽的で詩的な散文の奇跡につい








Ce fut justement à propos des dictionnaires qu’il ajouta «que l’écrivain qui ne
savait pas tout dire, celui qu’une idée si étrange, si subtile qu’on la supposât, si
imprévue, tombant comme une pierre de la lune, prenait au dépourvu et sans









ボードレールは，次の第三章の最後を «Tout homme qu’une idée, si subtile et









































てのあるべき姿，作家が創作活動に取り組む際の絶対的資質が «idée fixe» の
第二の要素であると言えよう。
ボードレールは，それまでとは異なる新たな美を提示した。ゴーティエの










ている。«Pour deviner l’âme d’un poëte, ou du moins sa principale préoccupation,
cherchons dans ses œuvres quel est le mot ou quels sont les mots qui s’y
représentent avec le plus de fréquence. Le mot traduira l’obsession.（42）» というサン
ト＝ブーヴの批評の一節をボードレールは記す。«l’âme d’un poëte» は，美の
ための美，他の何ものも介入しない «l’âme de l’art», «l’art pour l’art» の同意語
となる。その魂から繰り出される何度も使われる表現，言葉は，詩人の内面に
固執されたものを浮かび上がらせる。この一節を締めくくる «l’obsession» は，
«son idée fixe» とも置き換えられるだろう。ボードレールの詩でも，«les
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り返し語られる «idée fixe» も，ゴーティエ像を通したボードレールの芸術に
対する信念となっている。
Mademoiselle de Maupin についてのボードレールの言葉，«l’amour exclusif du


















ティエを «idée fixe» として語る中に全て込められる。ボードレールの芸術へ
の重要な意識を内在したこの観念は，Les Fleurs du Mal, Les Spleen de Paris と
いう二つの花を咲かせる種子であるとも言えるだろう。
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